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【目的】 

小池ら(2017)は、東京都教育庁の委託研究により児童一

人ひとりの実態を把握し、指導・支援につなげる「読み書

きアセスメント」の開発を行った。このアセスメントは、

彌永ら(2017)、中村ら(2017)、Sato et al.(2017)、瀧元ら

(2016)、Onda et al.(2015)、中ら(2014)が発表した基準値

に基づき、ひらがな単語、漢字の読み書き、読解などを含

めた多様な読み書きスキルの習得状況を把握できるもので

ある。これらのスキルが重複して低成績を示す場合には、

学習内容の習得を困難にすることが指摘されている。 
「読み書きアセスメント」では、先行研究に基づき、各ス

キルテストの下位 10 パーセンタイル値を低成績としてい

るが、この評価の妥当性について更に検討する必要がある。

そこで、本研究では、漢字の読み書きテスト成績の妥当性

について検討することを目的とした。 
【方法】 

1.対象：東京都 X 区の通常学級に在籍する小学 2～6 年生

1414 名を対象とした。また、対象とした児童の学級担任

55 名に漢字の読み書き学習に関するアンケートを実施し

た。調査の協力と結果発表に関しては、小学校校長と保護

者から同意を得た。 
2．調査課題と手続き：児童には、小池ら(2017)に基づき、

漢字単語の読み書きテスト、ひらがな単語の流ちょうな読

みテスト、聴覚記憶テストを実施した。2、3 年生はこれら

のテストに加え特殊音節テストも行った。テストは、学級

担任の指示に基づき一斉に実施した。また、学級担任には、

漢字の読みまたは書きの習得の弱さの有無に関するアンケ

ートを実施した。 
【結果・考察】 

1．漢字学習の弱さの判断と漢字読み書きテスト成績との関

係について：漢字読みテストの平均正答率(SD)は、各学年

で 96.7～94.1(8.4～10.0)の範囲であった。漢字書きテスト

は、94.8～74.9(11.1～26.2)の範囲であった。学級担任より

漢字の読みまたは書きの習得に弱さがあると判断された児

童は、2～6 年生合わせて読みは 144 名、書きは 219 名で

あった。次に漢字読み書きテストの成績と学級担任による

漢字の読み書き習得の弱さの判断との関係を ROC 分析に

より検討した。漢字読みテスト、書きテストの曲線下面積

は、0.70 以上を示し中程度の予測能を認めた。学級担任に

よる漢字学習に対する弱さの判断に基づくカットオフ値は、

漢字読みテストで正答率 93.8（15～20 パーセンタイル値）

であった。漢字書きテストは、正答率 62.5～95.8（下位 15
～27 パーセンタイル値）の範囲を示した。以上の結果より、

本研究の漢字読み書きテスト成績は、学級担任による漢字

学習に対する弱さの判断と同程度の予測精度を認めたこと

から妥当性を指摘できる。 
2．学級担任による漢字習得の弱さの判断と読み書きスキル

テスト成績の関係について：学級担任が、漢字習得に弱さ

があると判断した児童について、低成績(下位 10 パーセン

タイル以下)を示すスキルテスト（ひらがな単語の流ちょう

な読、聴覚記憶、特殊音節）の個数と漢字単語の読み書き

テスト成績の関係を検討した。Fig.1 はその結果を示して

いる。漢字読み、書きテスト共に全学年で、スキルテスト

の低成績が 0 個の時よりも 1 個以上ある場合、漢字書きテ

スト成績が低下する傾向を認めた。次に、低成績を示すス

キルテストの個数（0～3 個）ごとに漢字習得に弱さがある

と判断された児童の分布を検討した。その結果（Fig.2）低

成績を示すスキルテストが 1 個以上ある者を漢字読み、書

きテスト共に全体の 50～80％認めた。以上の結果から、担

任教員が漢字習得に弱さがあると判断された児童において

も、スキルテストの低成績により、漢字テストの低成績を

生起させる可能性が示唆された。これより、下位 10 パー

センタイル値をスキルテストの低成績者評価の基準値とし

て用いることの妥当性を指摘できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 低成績を示すスキルテストの個数ごとの漢字読み

(左)、漢字書き（右）テストの平均正答率 

 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.3 低成績を示すスキルテストの個数ごとの児童の分布

(左：漢字読み、右：漢字書き) 
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